
29
回
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大

会

第
３
位

︵
後
藤
千
紘
、
山
口
杏
菜
、
工
藤

美
沙
、
佐
藤
絵
里
子
、
工
藤
真
実
、

高
橋
さ
く
ら
、
野
呂
美
優
、
畠
山

紗
香
、
古
田
千
里
、
日
沼
佳
澄
、

石
井
茜
、
門
脇
楓
、
金
谷
真
見
、

山
内
早
紀
、
野
呂
映
美
、
佐
々
木

美
帆
︶

小
中
学
生
奨
励
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
◆

田
村
　
慎
太
郎

︵
峰
浜
中
３
年
︶

第
55
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
　
男
子
共
通

砲
丸
投

第
２
位

藤
田
　
美
穂

︵
八
森
中
２
年
︶

第
45
回
秋
田
県
中
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会
女
子
共
通
砲
丸
投

第
２

位◆
文
化
奨
励
賞
◆

杉
田
　
優
樹

︵
塙
川
小
１
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

神
馬
　
志
緒
里

︵
塙
川
小
２
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

神
馬
　
秀
行

︵
塙
川
小
２
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

藤
田
　
里
奈

︵
塙
川
小
３
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

学
校
対
抗
　
俳
句
の
甲
子
園準

優
勝

︵
高
杉
歩
惟
、
本
多
未
沙
都
、
鷲

見
栞
里
、
石
山
典
周
、
福
士
美
帆
︶

町
長
特
別
賞

◆
文
化
栄
誉
賞
◆

鈴
木
　
茜

︵
八
森
中
　
１
年
︶

第
12
回
秋
田
県
ソ
フ
ト
大
賞
　

最
優
秀
賞

熊
谷
　
み
ず
は

︵
八
森
中
　
１
年
︶

第
12
回
秋
田
県
ソ
フ
ト
大
賞
　

最
優
秀
賞

石
嶋
　
昂
己
新

︵
八
森
中
　
１
年
︶

第
３
回
全
日
本
年
賀
状
大
賞
コ
ン
ク

ー
ル

﹁
小
学
生
の
部
　
写
真
用
年
賀
部

門
﹂

内
閣
総
理
大
臣
特
別
賞

※
町
長
特
別
賞
の
３
件
は
、
平
成

17
年
度
八
森
町
授
与
式
終
了
後
に

発
生
し
た
事
案
で
、
旧
八
森
町
で

は
町
長
賞
に
該
当
し
ま
す
が
、
今

回
は
八
峰
町
規
程
に
基
づ
き
町
長

特
別
賞
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
特
別
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆

観
海
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
︵
団
体
受
賞
︶

魁
杯
争
奪
第
35
回
秋
田
県
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
兼
第

秋
田
県
大
会

優
勝

平
川
　
氷
勇
馬
︵
能
代
高
等
学
校
１
年
︶

秋
田
県
新
人
体
育
大
会
空
手
道
競

技
大
会
男
子
団
体
組
手

優
勝

◆
文
化
栄
誉
賞
◆

菊
地
　
茜
︵
能
代
北
高
等
学
校
１
年
︶

第
37
回
秋
田
県
高
等
学
校
演
劇
発

表
会

最
優
秀
賞

小
林
　
理
絵
︵
能
代
北
高
等
学
校
１
年
︶

第
37
回
秋
田
県
高
等
学
校
演
劇
発

表
会

最
優
秀
賞
　

山
本
　
有
紀
︵
能
代
北
高
等
学
校
１
年
︶

第
37
回
秋
田
県
高
等
学
校
演
劇
発

表
会

最
優
秀
賞

柴
田
　
苑
子
︵
能
代
高
等
学
校
３
年
︶

第
11
回
全
国
中
学
・
高
校
デ
ィ
ベ

ー
ト
選
手
権

第
３
位

石
山
　
典
周

︵
塙
川
小
４
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会

小
学
生
の
部

特
選

笹
本
　
麻
衣
子

︵
能
代
西
高
等
学
校
３
年
︶

第
37
回
秋
田
県
高
等
学
校
演
劇
発

表
会

最
優
秀
賞

斉
藤
　
千
晴
︵
能
代
北
高
等
学
校
２
年
︶

第
39
回
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
美

術
展
書
道
部
門

特
賞

石
上
　
彩
花
︵
能
代
北
高
等
学
校
２
年
︶

第
37
回
秋
田
県
高
等
学
校
演
劇
発

表
会

最
優
秀
賞

今
井
　
友
美
︵
能
代
北
高
等
学
校
１
年
︶

第
37
回
秋
田
県
高
等
学
校
演
劇
発

表
会

最
優
秀
賞

塙
川
小
学
校
︵
団
体
受
賞
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま

す
。
︵
敬
称
略
︶

教
育
委
員
会
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
◆

武
内
　
雄
一
郎

︵
能
代
商
業
高
等
学
校
３
年
︶

第
52
回
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
ヤ
リ
投

優
勝

後
藤
　
巧
︵
能
代
工
業
高
等
学
校
２
年
︶

第
51
回
秋
田
県
高
等
学
校
新
人
大

会
　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競

技
85
㎏
級

優
勝

小
林
　
寛
享

︵
能
代
工
業
高
等
学
校
１
年
︶

第
57
回
秋
田
県
民
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
　
少
年
男
子
Ｂ
　
円
盤

投

優
勝

後
藤
　
伸
治
︵
能
代
高
等
学
校
１
年
︶

第
58
回
秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球

こ
の
度
の
大
規
模
改
修
工
事
で
約

２
か
月
半
に
も
お
よ
ぶ
休
館
を
い
た

し
ま
し
た
。
お
客
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
を
も

ち
ま
し
て
、
今
日
、
１
階
部
分
で
は

あ
り
ま
す
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
改
修
に
は
、
ハ
タ
ハ
タ
館
が

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
13
年
間
蓄
積
し

て
き
ま
し
た
、
お
客
様
か
ら
の
要
望

や
従
業
員
の
経
験
、
そ
し
て
、
全
て

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
バ

リ
ヤ
フ
リ
ー
に
重
点
を
置
い
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
２
、
３
階
に

つ
き
ま
し
て
は
順
次
オ
ー
プ
ン
し
て

い
き
ま
す
。

ハ
タ
ハ
タ
館
は
、
お
客
様
に
思
い

出
の
残
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
従
業
員
一
同
心
を
込

め
て
の
お
も
て
な
し
を
信
条
と
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
、
お

待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

小
沢
　
魁
梧

︵
塙
川
小
３
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

福
士
　
洋
一
朗

︵
塙
川
小
４
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
生
俳
句
大
会
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

特
選

北
川
　
裕
也

︵
塙
川
小
４
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

後
藤
　
成
哉

︵
塙
川
小
５
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

薩
摩
　
優
花

︵
塙
川
小
５
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

後
藤
　
恭
平

︵
塙
川
小
６
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

神
馬
　
大
翔

︵
塙
川
小
６
年
︶

第
37
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
　

小
学
生
の
部

入
選

藤
田
　
涼
佑

︵
塙
川
小
３
年
︶

第
60
回
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

小
学
生
の
部

特
選

佐
藤
　
夏
美

︵
塙
川
小
６
年
︶

第
60
回
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

小
学
生
の
部

特
選

水
沢
小
学
校
︵
団
体
受
賞
︶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
全
国
俳
句
大
会学

校
賞

平成18年度

ハタハタ館館長

納谷孝三さん

話題の岩盤浴コーナー

日本海を一望する大浴場

レストランには、ゆっくりくつろげる座敷もあります

　
大
規
模
改
修
の
た
め
、
１
月

　
大
規
模
改
修
の
た
め
、
１
月
15
日
か
ら
休
館
し
て
い
た
ハ
タ
ハ
タ
館
が
、
４
月
１
日
、
温

日
か
ら
休
館
し
て
い
た
ハ
タ
ハ
タ
館
が
、
４
月
１
日
、
温

泉
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
部
門
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
温
泉
部
門

泉
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
部
門
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
温
泉
部
門
で
は
日
本
海
を
望
む
大

で
は
日
本
海
を
望
む
大

浴
場
や
露
天
風
呂
、
話
題
の
岩
盤
浴
を
楽
し
め
る
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン

浴
場
や
露
天
風
呂
、
話
題
の
岩
盤
浴
を
楽
し
め
る
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

で
は
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
約
９
０
０
人
が
ハ
タ
ハ
タ
館
を
訪
れ
、
﹁
い

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
約
９
０
０
人
が
ハ
タ
ハ
タ
館
を
訪
れ
、
﹁
い
ぐ
な
っ
た
な
ぁ
ー
﹂
な

ぐ
な
っ
た
な
ぁ
ー
﹂
な

ど
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
１

ど
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
１
階
部
分
の
ほ
か
、
２
階

階
部
分
の
ほ
か
、
２
階

の
宴
会
場
・
休
憩
室
は
５
月
１
日
か
ら
、
３
階
の
宿
泊
部
門
は
７
月

の
宴
会
場
・
休
憩
室
は
５
月
１
日
か
ら
、
３
階
の
宿
泊
部
門
は
７
月
１
日
か
ら
順
次
オ
ー
プ

１
日
か
ら
順
次
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す

ン
す
る
予
定
で
す
。

　
大
規
模
改
修
の
た
め
、
１
月
15
日
か
ら
休
館
し
て
い
た
ハ
タ
ハ
タ
館
が
、
４
月
１
日
、
温

泉
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
部
門
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
温
泉
部
門
で
は
日
本
海
を
望
む
大

浴
場
や
露
天
風
呂
、
話
題
の
岩
盤
浴
を
楽
し
め
る
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
約
９
０
０
人
が
ハ
タ
ハ
タ
館
を
訪
れ
、
﹁
い
ぐ
な
っ
た
な
ぁ
ー
﹂
な

ど
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
１
階
部
分
の
ほ
か
、
２
階

の
宴
会
場
・
休
憩
室
は
５
月
１
日
か
ら
、
３
階
の
宿
泊
部
門
は
７
月
１
日
か
ら
順
次
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。


